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   Clinical experiences with  75'o Urokolin-M, a new contrast media newly manufactured 
by Daiichi Pharmaceutical Company have been reported. 

   1) Excretory pyelography with Urokolin-M has been performed in 21 cases, among 
which 10 cases were performed in horizontal position using ureteral compressor band, 4 
cases in trendelenburg position  (10-15°) with ureteral compressor band, 1 case in hori-
zontal position without the band, 6 cases in trendelenburg position without the band. Satis-
factory pyelogram was produced 7-15 minutes after intravenous Urokolin-M had been started 
regardless the methods employed as far as the kidney function was normal. As the side 
reactions, reddening of face, anguish sensation and nausea were noticed in 4 cases during 
intravenous injection of the media but they were not serious and no vascular pain was 
encountered as seen with Urokolin. 

   2) Translumbar abdominal aortography was performed in 5 cases, among which serio-

graphy was employed in 2 cases. Satisfactory aortograms were produced in all of 5 cases. 
Pain (vascular) during injection was found in 1 case but it was not as severe as one 
caused by Urokolin. 

   3) Spermatocystography was performed in 5 cases. Satisfactory results were obtained 
by sufficient contrast and nonirritability of this media.

緒 言

近 年 に於 け る造 影 剤 の著 しい進 歩 は,泌 尿器

科X線 検査 法 の一 大飛 躍 を もた らした,現 在 広

く用 い られ る造 影 剤 は す べ てPyridine核 に2

個 の ヨーr'を 有 す る もの と,Benzen核 に3個

の ヨー ドを有 す る もの との2種 類 で あ る.後 者

に 属 す る もの と し てSod.Acetrizoateが あ

り,国 産 晶 と して 第 一製 薬 のUrokolinが あ

る.こ の造 影 剤 に よる臨 床知 見 は著 者 等 が 既 に

数 回報 告 した.Sod.Acetrizoateの 誘 導 体 と

し てUrografin,Renografin,Hypaqueが あ

る.今 回,第 一 製 薬 に於 て も,Sod.Acetri-

zoateの 誘導 体 と して75w/v%Urokolin-M

が試 作 され た.著 者 等 は 本 剤 を 使 用 して排 泄 性



後 藤 他一 新造 影 剤75%Urokolin・Mの 使 用経 験

腎孟撮影,経 腰的大動脈撮影及び精嚢撮影を実

施したので,そ の臨床経験に就て報告する・

薬 剤

75wlv%urokolin-Mはlcc中3一 ア セ トァ ミ

ノ,2.4.6.一 ト リヨー ド安 息 香酸 ナ ト リウム0.159と

3一アセ トア ミノ.2.4.6一 ト リヨ ー ド安 息 香 酸 メチ ル グ

ル ヵ ミン0.609を 含 有 し,1筒25cc入 りで ・ テス ト

用に1ccが 添 付 して あ る.

排 泄 性 腎 孟 撮 影 法

撮影法=腸 内ガ ス排 除 の た め に 検 査 前 日の 下 剤 投

与,検 査 当 日の絶 食,洗 腸 等 の前 処 置 が 望 ま しいが,

著者等 は検査前 の 絶食 のみ 行 つ た ・ ヨー ド過 敏 性 テス

トとして各種 の方法 が あ るが,75%Urokolin-M(以

下U-Mと 略す)1ccを 静 注 して検 査 した.X線 検

査台 に患 者を 仰臥 位 に寝 か せ ・U・M25ccを 緩 徐 に静

注 し,当 教 室 の慣 例 に従 い静 注 開 始 後7分,15分,30

分に撮影 を行 い,30分 時 に は膀 胱 部 を も撮 影 した.尿

管圧追帯 使用 例 と無圧 迫例 とが あ る.

臨床知 見:21例 に実 施 し,そ の概 要 は第1表 の 如 く

である.第1～10例 は尿 管圧 迫 帯(+),水 平 位,第

11～14例 は尿 管圧 迫帯(+),10～15度 頭 低 位,第15

例 は尿管 圧迫 帯(一),水 平 位,第16～21例 は 尿管 圧

迫帯(一),15度 頭 低 位 にて 撮 影を 行 つ た.そ の 内 の 数

例 につ いて症 例 を記述 及 び 図 示す る.

〔第9例 〕K.N.,43才,9,両 腎結 核(第1図

a,b)

尿 管圧迫帯(+),水 平 位,U-M25cc3分 静 注,

青試 験右3分20秒,左10分(一)静 注開 始 後7分 に

て右 腎杯,腎 孟像 描 出 され,15分 に て最 も鮮 明 とな り

ネ フログ ラム も描 出 され,30分 に 於 て も 同 様 で あつ

た.左 腎は30分 にて も全 く描 出 され な かつ た.30分 時

に尿管圧 迫帯 除去 後 の膀 胱像 は鮮 明 で あつ た.

〔第15例 〕G.M,,44才,δ,左 尿管 石(第2図

a,b,c)

尿管圧 迫帯(一),水 平 位,U-M25cc3分 静 注,

青試 験右4分10秒,左10分(一)本 例 は 自然 な状 態

でU・Mの 描 出状 態 を検 討 す るた め に,頻 回 の撮 影 を

試 みた.静 注開始 後5分 に て 右 腎杯,腎 孟 像,ネ フ ロ

グラム描 出され,7分 に て最 も鮮 明 とな り,10分,15

分,30分 に て も同様 で あつ た.左 腎 は5分 に て ネ フ ロ

グラムが描 出 され た 状態 の ま まで30分 に 於 て も腎杯,

腎孟像 の描 出は なか つ た.30分 時 の膀 胱 像 も鮮 明 で あ

つ た.

〔第20例 〕R.0,,49才,6,左 腎 石(右 腎別 後)

(第3図a,b,c)

791

尿管圧迫帯(一),15度 頭低位,U-M25cc2分30

秒静注,青 試験左7分.静 注開始後7分 に て左腎杯,

腎孟像及びネフログラムが描出されたが収縮期の像を

示 し充満が不充分であ り,15分 にては拡張 期を思わせ

る像にて上腎杯,腎 孟は充満 してみ られたが下腎杯は

充 満不良で濃度 も不充分であつた,30分 にては造影剤

は流 下 して腎孟,腎 杯の一部の像をみるにすぎなかつ

た.30分 時の膀胱像は鮮 明であつた.

〔第21例 〕1.S.,14才,6,左 腎結核(右 腎別後)

(第4図a,b)

尿管圧迫帯(一),15度 頭低位,U-M18cc(小 児

にて減量)3分10秒 静注,青 試験左3分40秒.静 注開

始後7分 にて鮮 明な る腎杯,腎 孟像及びネフログラム

が描出され,15分,30分 に於て も同様鮮明であつた.

30分 時の膀胱像 も鮮明であつた.

小括=前 記4例 を含めて21例 に就いてみると,静 注

は2～3分 にて緩徐に行つ たが5分 を要 したもの もあ

る.第1～10例 は尿管圧迫帯(+),水 平位にて撮影

し,腎 機能が良好 ならば7～15分 にて鮮明なる腎杯,

腎孟像及び ネフログラムを得 るこ とがで きた.第11～

14例 は尿管圧迫帯を行つた のであるが,肥 満者或はそ

の他の条件にて圧迫が不充分 と考えられ,10～15度 の

頭低位を加 えて撮影 した もので,や は り腎機能良好な

らぽ7～15分 にて鮮明なる像を描出す ることがで ぎた

が,な お,こ れにても不鮮明の症例があつた,こ れは

造影剤 よりも個人差に もとつ くものと考える.第15例

は尿管圧迫帯(一),水 平位にて自然な状態での腎杯,

腎孟像の描出状態を検討 したのであるが,5分 にて腎

杯,腎孟像及びネフログラムを描出 し,7分 にて鮮明な

る像を得て,U-Mの 描出の迅速なることを認めた.な

お,造 影剤の描出状態をイメージ ・アンプリフアイヤ

使用に より現在検討中であるが,こ れは別の機会に述

べ る。第16～21例 は尿管圧迫帯(一),15度 頭低位にて撮

影 し,こ れ も7～15分 にて鮮明な る像を描出す ること

がで きた.し か し1例 に於ては造影剤が膀胱へ流下 し

て不充分な像 しか得 られ なかつた.こ れはNarath

が述べている腎杯,腎 孟の蠕動運動が促進され ていた

状態にあつ た もので は ないか と推察す る.無 圧迫水

平位或は頭低位撮影は,最 近の高濃度造影剤使用によ

り岡部,桜 井,大 越,河 崎屋及び著者等 の報告等多数

あ るが,U-M使 用の成績 とこれ らとの間 に殆ん ど優

劣のない結果を得た.無 圧迫水平位は最 も自然な状態

の腎杯,腎 孟像が得 られ て多 くの利点があるが,膀 胱

内へ流出 してしまつて不鮮明になることもあ り,種 々

の角度の頭低位が用いられ,河 崎屋等は20度 迄行つて

いるが,著 者等は15度 にて満足すべき結果を得た.
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15G.M.1446左 尿 管 石 !■1・' 水平 駐探 竺)騨 世
8

冊 冊 耕 冊+++
一 一 十 十 十

注入 時 のみ顔 面 紅5',10'に も撮 影,
潮,悪 心,嘔 吐.第2図a,b,c.
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1

工9 M.M。30 δ 左重複腎孟 〃 3' 〃 〃
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耕

柑
惜 = こ

十

十 柵
注入時のみ顔面 潮
紅,胸 内苦悶感.

1

20 R.0.49 6 左 腎 石
(右腎別 後)

〃 2'30' 〃 〃 L7' L粁 粁 十 粁 什 十 十 十 十 冊 第3図a,b,c.

21 LS.114 3 左腎結 核
(右 腎別 後)

18cc
13'2(ソ

〃 〃 L3'40" L柵 柵 耕
判 柵

柵 ± ± ± 柵 第4図a,b.

第2表 経腰的大動脈撮影症例の概要

症 例

一 一.一一一.

年令

一一 　

性

'一 一』 一

病 名

一

U-M

使用量

一 一一

注入

時間

撮
影
枚
数

撮
影
間
隔

描 出 状 態

副 作 用

幽

備 考動 脈 像 ネ フ ログ ラム
「

壁 脈!腎 内動脈枝1そ 艦 所 則 そ儲 ヂ
1

一 一 一 .一
1-一..'一.一 一1'一 一 一一 一「-』一.--一 一 一 一}一 一　 --

1H.Y.55♀ 膀 胱 腫 瘍25cc2"ユ

2D.S.376両 腎 結 核 〃 〃1

3Y.O.37♀

4S.F32δ

左腎結石,
左 腎 藝 腫

左重複腎,
左上腎結核

〃 〃1

〃3"101"

5M.C.406嚢 胞 腎 〃2"101"

右++
左++疎

右++
左++
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十
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注入時疹痛

第6図
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794 後藤他一新造影剤75%Urokolin-Mの 使 用経験

副作用は21例 中4例 に注入時のみの一時 的 な 顔 面

潮紅,胸 内苦悶感,悪 心等を訴えたにす ぎず,重 篤な

ものはなかつた.1例(第1例)は テス トにて悪心あ

り,慎 重に緩徐に注入 したが,注 入時 の悪心のみであ

つた.Pyracefonに み られた尊麻疹,Urokolinに

み られた血管痛等の副作用はなかつた.

経 腰 的 大 動 脈撮 影 法

撮影法:本 法の術式につい ては内外文献に多数の報

告があ り,著 者等 も数度発表 し,現 在routineな 方

法 となつてお るので,こ こには省略する.最 近,著 者

等の用いてい る器具を図示す る(第5図)穿 刺針は

長 さ6イ ソチ(15cm)の16～18ゲ ージ(外 径1.7～

1.5mm)の 針に,大 動脈穿刺 後に皮膚固定用のス トツ

プコツクを附着 してある.長 さ約15cm,外 径O.6cm

のポ リエチ レンチューブの両端に金属製 アダプターを

つけ,こ れを針及び注射筒に連結する,ア ダプターは

チヱ ーブとの接合 部 より離脱 しないように装 置され,

穿刺針に連結 され るアダ プターには活栓を有する(東

京泉工社製)注 射筒は50ccのLuerLock注 射筒

を用いてい る.

臨床知見 ・5例 に実施 し,そ の概要は第2表 の如く

であ る.第4,5例 は カセツテ 移動式 連 結 撮影装置

(島津)を 使用 した.2例 について症例を記述及び図

示す る.

〔第1例 〕H.Y,,55才,♀,膀 胱腫瘍(第6図).

U-M25cc2秒 注入,1枚 撮影.左 腎が逆行性腎孟

撮影不能,排 泄性腎孟撮影にて描出不能のために実施

した もので,鮮 明なる右腎動脈,腎 内動脈枝,ネ フロ

グラムを描 出し得たが,左 腎内動脈枝は疎であ り,ネ

フログラムは不鮮明であつた.膀 胱腫瘍 の左尿管 口圧

迫に よ り左腎機能が著 しく低 下せ るこ とを示 した もの

である.

〔第5例 〕M.C.,.40才,9.嚢 胞 腎(第7図a,

b)

U-M25cc2秒 注入,1秒 間隔,10杯 撮影.フ イル

ム2,3に 両腎動脈,腎 内動脈枝を描 出したが,極 め

て疎であ り,か つ蛇行せ る特異な走向異常を示 した.

ネフログラムは描出されず腎機能の極めて不良なるこ

とを認めた.

小括:前 記2例 を含めて5例 に就て観察すると,何

れ も満足すべ き血管像を描出することができた.こ れ

を他の造影 剤に よるものと比較 しても遜色を認 めなか

つた.

副作用は1例 に 注入時 の 疹 痛(血 管痛)を 訴えた

が,Urokolinに 比 し大いに軽度であった.

精 嚢 撮 影 法

撮影法:我 々は経精管的精嚢 レ線撮影法を賞用 して

いる.即 ち両側陰糞皮膚に 約3～5mmの 皮切を加

え,こ の切開創 より精管 を露出 してその管腔内から造

影剤を注入す る.造 影剤注入後患者に排尿を命ずるか

または尿道膀胱洗溝を行つた後に撮影す る.

症例:5例 について実施 した.こ れ らの症例は第3

表の如 くであ る.

第3表 精糞撮影症例の概要

症 例 琴 性 病
U-M名

注入量
…副作副 備 考

1

2

3

4

5

R.S.

S.W.

K.A.

S.F

K.1.

29δ

316

316

536

356

男 子 不 妊 症

両側副睾丸結核

両側睾丸萎縮症

出血性精嚢炎

男 子 不 妊 症

R2.Occ

L2.Occ

R2.Occ

L2.Occ

R2.Occ
L2.Occ

R3.5cc

L3.5cc

R2.Occ

L2.Occ

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

乏精子症,造 精機能低下症,精 路は異常な し.

前立腺精嚢結核を合併せず

無精子症,精 細胞敏如症,精 嚢発育やや不良

(第8図)

血精液症,炎 症性変化をみとめ る(第9図)

無精子症,造 精機能停止症,精 嚢像は正常(第10
図)

〔第1例 〕R.S.,29才 ・6,男 子不妊症.

不妊を訴え る男子で,精 液検査において乏精子症を

み とめ,畢 丸生検 法においては造精機能低下症 と診断

した.精 嚢 レ線像では両側とも軽度の拡張をみ とめる

が,精 路に通過障碍を証明 しない

〔第2例 〕S.W.,31才,δ,両 側副睾丸結核症.

不妊を主訴 とした男子であつ たが.外 診上両側副睾

丸結核症 と診断 した.直 腸診によつて前立腺,精 嚢に

は異常をみとめない.両 側副睾丸別除兼両精管睾丸吻

合術を実施 し,そ の際精嚢 レ線撮影を行つ た.両 側精
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管精嚢には 結核性 の変 化を み とめ なか っ た.

〔第3例 〕K,A.,31才,δ,両 側 睾 丸萎 縮症(第

B図)

不妊を訴 え て来院 した 男子 で,触 診 に よつ て両 側 睾

丸 は萎縮性 で あ る.無 精子 症 で 睾丸 生 検 法 に て い精 細

胞敏如症 と診断 した ・精嚢 レ線 像 に ては 両葉 のな す 角

が鋭角 を呈 し,や や 発 育 の遅 延 した像 を 呈 す る.

〔第4例 〕S.E,53才,6,出 血 性精 嚢 炎(第9

図)

血精液 症の みを訴 え る 男子 で,精 嚢 レ線 像 に ては 両

側精嚢や や 拡大 しかつ 左側 は 射精 管 の 拡 張 をみ とめ

る.

〔第5例 〕K.1.,35才,δ,男 子 不 妊症(第10図).

不妊を主 訴 とす る教 師 であ つ て,精 液 検 査 に よつ て

は無精子 症,睾 丸 生検 法 に よ り造精 機 能 低 止症 と診 断

した.精 嚢 レ線 像 では 殆 ん ど異常 を み とめ なか つ た.

小括:経 精管 的精 鍾 撮影 法 に 使 用す る造 影 剤は 文 献

的に考察す ると多種 多様 で あ る.1913年Belfieldに

よ りコラル ゴール,Youngに よ り ト リウム塩,Le

Furに より リピヨ ドール,Markに よ り409bウ ロセ

レクタン,Junghausに よ り リヨジ ピン.黒 田 に よ

りモル ヨ ドールが推 奨 され て いた.Hendrioch,柳 原

等 も トリウム製 造影 剤 が優 秀 な陰 影 を 描 出す る とのべ

ている.し か し本 ト リウム剤 は放 射 能 を有 してい て安

全な造影 剤では ない 事 は仁平 ・酒 徳 ・杉 山 ・足 立 を は

じめ多 くの報告 があ る.最 近 有機 ヨ ー ド造 影 剤 の改 良

進歩 がめ ざま し く,良 質高 濃 度 の もの が得 られ る様 に

なつた.Sugiuronは 刺 戟 は 少い が,精 藝 撮 影 用 と し

ては造影 力がや や不 良 であ り明確 な 影 像 を うる事 は 困

難であ る.ま たPyracetonお よびTriodanは 造 影

力 も大で刺戟 は 少な いが 粘稠 度 が 多 少低 い た め に満 足

すべ き像は え られ に くい.我 々は既 にUrografin,

Endografinを 精 嚢撮 影 法 に利 用 して満 足す べ き結 果

を得,こ れ を報告 した.今 回使 用 した75%Urokolin-

Mも 造影 力,無 刺戟 性 の点 か ら精 嚢 撮影 用 造 影 剤 と し

ても高 く評価 され るべ き薬 剤で あ る と考 え られ る.

結 語

第一製 薬 に て試作 され た新 造 影 剤75w/vo/o

Urokolin-Mの 使 用経 験 に就 て報 告 した.

(1)21例 に排 泄性 腎 孟 撮 影法 を行 い,そ の内

10例 は 尿 管 圧迫 帯 使 用 水平 位 撮 影,4例 は圧 迫

帯 使 用10～15度 頭 低 位撮 影,1例 は無 圧迫 水 平

位 撮 影,6例 は無 圧 迫15度 頭 低位 撮 影 で あ る.

腎 機 能 が 良好 な らば,撮 影法 の如 何 に かか わ ら

ず 静 注 開 始 後7～15分 に て満 足 す べ き腎 杯,腎

孟 像 を描 出 した.副 作 用 は4例 に注 入時 の み の

顔 面 潮 紅,胸 内苦 悶感,悪 心 等 が あ つ たが,重

篤 な も のは な く,叉Urokolinに み られ た 血 管

痛 は なか つ た.

②5例 に経 腰 的大 動 脈 撮 影 を行 い,そ の 内

2例 は連 続 撮影 法 を行 つ てい る.す べ ての症 例

に満 足 す べ き動 脈 像 を描 出 す る こ とが で きた.

副 作 用 は1例 に注 入時 の疹 痛(血 管 痛)が あ つ

たが,Urokolinに 比 し軽 度 で あ つた.

③5例 の精 嚢 撮 影 を本 剤 に て使 用 し,造 影

力,無 刺戟 性 の点 で 満 足 すべ き結 果 を え た 。

欄筆す るに当 り恩師稲 田教授 の御指導,御 校閲に深

謝する.
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第1園a排 泄 性 腎孟 撮 影(7分 後)

〔第1表 第9例 〕K.N.,43才,♀.両 腎結 核.

U-M25cc,3分 静 注,尿 管圧 迫 帯(+),水 平 位.

dl

ゾ

9、

辱

▼i

,

1L'
噂

PJ

の.

硝 〃
　 ロコ

Lま.
ン奮 ・

第1図b(15分 後)

第2図a排 泄 性 腎孟 撮 影(5分 後)
〔第1表 第15例 〕G.M.,44才,3,左 尿管 石.
U-M25cc,3分 静 注,尿 管 圧迫 帯(一),水 平 位.
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第2図b(7分 後)
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第3図a排 泄 性 腎孟 撮影(7分 後)

〔第1表 第20例 〕R.0.,49才,6,左 腎 結 核(右

腎別 後).U-M25cc,2分30秒 静 注,尿 管 圧 迫 帯

(一),15度 頭 低 位.

第2図c(10分 後)
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第3図c(30分 後)

第4図a排 泄 性 腎 孟撮 影(7分 後)b(15分 後)

〔第1表 第21例 〕1.S.,14才,6,左 腎 結 核(右 腎 別 後)

U-M18cc,3分20秒 静 注,尿 管 圧 迫帯(一),15度 低 頭 位.
`
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第5図 経腰的大動脈撮影器具

A… …50ccLuerLock注 射 筒

B… … 穿 刺 針

C… … ス トッ プ コ ッ ク

嘉 亀・
魯

アダ プ タ ー

D「…… アダ プ タ ー(活 栓 付)

E… … ポ リエチ レンチユ ーブ

D… …
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第6図 経 腰 的大 動 脈撮 影

〔第2表 第1例 〕H,Y.,55才,♀.膀 胱 腫瘍.

U-M25cc,2秒 注 入.
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第7図a経 腰 的大 動脈 撮 影(連 続 フイル
ム2)

〔第2表 第5例 〕MC.,40才,6,嚢 胞 腎.

U-M25cc,2秒 注 入,1秒 間隔,10枚 撮 影.

1

第8図 精 爽撮 影

〔第3表 第3例 〕K.A.,31才,
U-MR2.OccL2.Occ.

δ,画 側 睾 丸萎 縮症.

第7図b(フ イル ム3)

「

証騰
壷

第9図 精 嚢 撮 影

〔第3表 第4例 〕S.F.,53才,6,
U-MR3.5ccL3.5cc.

出血性精嚢炎.

郵

第10図 精 嚢 撮影

〔第3表 第5例 〕K.1.,35才 一
U-MR2,0ccL2.Occ.

剛

ヨ

幽
δ,男 子 不 妊 症.




